
 
2022 年 11 月 16 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ク ル ー バ ー  

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 石田  誠 

 (コード番号：7134  東証スタンダード市場) 

問 合 せ 先 上席執行役員管理本部長 大口 智文 

 (TEL 045-988-5777) 

 

2023 年３月期第２四半期決算説明動画と書き起こし公開のお知らせ 

 

当社は、2023 年３月期第２四半期決算説明動画と書き起こしを公開したことをお知らせいたします。 

詳細につきましては、下記の添付の資料をご参照ください。 

 

 

記 

 

１． 登 壇 者   代表取締役社長 石田誠 

 

２．参考資料格納先    2023 年３月期第２四半期決算説明資料  

             https://pdf.irpocket.com/C7134/aG1f/WLwp/ht5e.pdf 

2023 年３月期第２四半期決算説明動画 

                          https://www.youtube.com/watch?v=pAwtHvd2cTE 

 

以上 

  

https://pdf.irpocket.com/C7134/aG1f/WLwp/ht5e.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=pAwtHvd2cTE


 

                                   

 

弊社の２０２３年３月期第２四半期の決算説明を始めさせていただきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

弊社㈱クルーバーは、祖業であります中古カー用品とバイク用品の直営店舗とフランチャイズ店舗を

展開しております㈱アップガレージ、そして受発注プラットフォームを使った新しい形でのクルマ業

界向けの卸売業を営んでおります㈱ネクサスジャパン、この２つの会社から構成されている会社でご

ざいます。 



 

 

 

それでは早速第２四半期の数字を報告させていただきたいと思います。 

まず売上高は５１億３１００万円、前年同期比プラス６．９％、計画比では９９．２％でございまし

た。９月の台風による営業時間短縮が響きまして０．８％及ばずでございましたが、一方、営業利益

２億９１００万円、前年同期比プラス１５．５％、計画比１０４．２％、そして経常利益は３億７０

０万円、前年同期比プラス１９．４％、計画比１０８．３％、四半期純利益は１億８９００万円、前

年同期比プラス１４．１％、計画比１０８．９％と、収益段階においては計画を上回る結果となりま

した。 

アップガレージでは、新店を直営店舗で２店舗、フランチャイズ店舗で６店舗と出店を加速しました。

そしてなによりも既存店舗の売上が大変好調でございました。フランチャイズ店舗に関しては既存店

舗も前年同期比１０９．５％と大変大幅に進捗しましてフランチャイズ関連の収益も増加しておりま

す。 

第２四半期では、営業利益率が前年同期に比べまして０．４ポイント上昇しております。そしてなによ

りも売上高が前年同期比１０６．９％、経常利益は前年同期比約２０％の増収増益となっております。 

これはひとえに既存店舗の売上増加と、流通卸業での売上増加が寄与したと思っております。 



 

  

 

次に通期の業績ですが、私どもは下期の数字を大きく予想しております。これは１２月のスタッドレ

スタイヤ商戦と３月のスタッドレスタイヤから夏タイヤに戻る春商戦、この２つの大きなボリューム

ゾーンを抱えているのが第３四半期、第４四半期になりますので、どうしても季節性があり下期偏重

の形をとっております。 

従いまして下期の予想を売上６１億３１００万円、営業利益を５億２０００万円としておりますが、

すでにスタートしている１０月が好調に推移しているということから、十分実現可能だと思っており

ます。 

第３四半期に関しましては、先ほどお話したとおり売上の一番のボリュームゾーンとなります。スタ

ッドレスタイヤの需要が高まるこの時期に我々の売上が上振れしていくと思っておりまして、第２四

半期までの売上はほぼ計画通りにきておりますので、第３四半期、第４四半期いわゆる下期の売上も

確保し、通期で予想通りの業績パフォーマンスをあげることが実現可能だと思っております。 



第２四半期の販管費に関してですが、新規出店、システム投資、上場関連費用をこなし、販管費率

は低下傾向にございます。 

前年に関しては、売上の３７．０％でございましたが、今期は３５．９％と、１．１ポイント低下

をしております。 

こちらの方も業績に寄与しているのではないかと思っております。 

 

 

 

 

 

先ほどグループが２つの事業会社で構成されているとお話しましたが、アップガレージがいわゆる中

古カー用品、バイク用品のリユース業態でございます。こちらが全体の売上の６０％を占めておりま

す。そしてネクサスジャパンという会社で行っているタイヤ流通センターというブランドとネクスリ

ンクという流通卸の業態、こちらは全体の４０％の売上を占めております。 

さらに新規事業 BoonBoonJob という自動車業界に特化した人材紹介サービスに力を入れて展開して

おります。まだまだ売上に占める割合としては小さいですが前年から２倍近くの売上伸び率をしてお

りまして、これから収益の柱に育てていきたい事業です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直営店舗の売上に関しましては、買取の強化が功を奏したことによって、売上総利益率が前年同期比

で１．９ポイント向上しております。そしてお客様単価も前年同期比１０５．６％上昇しております。 

リユース業態の売上に関しては５．６％の増収でございました。これは直営店舗、フランチャイズ店

舗とも好調に推移しているということでございます。 

海外のＥＣサイトに関しましては若干数字を落としておりますが、こちらはロシア情勢、ウクライナ

の問題等の影響によるものです。ただし円安を背景に復活の傾向が見えておりますので、一時的なも

のだと思っております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらにコロナ禍にあっても直営店舗の出店を推進しております。第２四半期では、２店舗新規出店を

いたしました。 

売上総利益率の向上そしてお客様単価の向上、さらに新規出店により、既存店舗のみならず全体的な

売上増加も図ってまいります。 

 

フランチャイズ関連に関しましては既存店舗が１０９．５％、全体の売上が１１１．６％と伸びてお

りまして新規出店も６店舗ございました。このためロイヤリティ収入も増えております。 

オーナー様は既存店舗が大変好調なことから出店意欲も旺盛です。フランチャイズ店舗の新規出店に

関しては、既存のオーナー様に全てお任せをするという形で、新たなオーナー様の募集活動は現在止

めております。既存のオーナー様が複数の店舗経営を意欲的にしていただいている状態でございま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＥＣサイト及びＷＥＢに関してですが、Croooober.com(ＥＣサイト)の取扱高が非常に増えてきてお

ります。売上に占めるＥＣ比率も２５．０％と前年同期比が１．２ポイント高まってきております。 

WＥＢ広告は、前期３０００万円の収入が今期は３２００万円の収入として増えておりまして、ペー

ジビューも前年と比べて１０５．６％と大きな伸び率を示しております。 

次にネクサスジャパンの流通卸の業態でございますが、好調なタイヤを中心として取扱高が増加して

おります。 

前年に比べてタイヤ流通センターでの売上が１０７．３％、ネクスリンク（クルマ関連のビジネスの

企業様に提供している受発注プラットフォーム）が１０８．５％と伸びております。 



 

 

 

 

 

 

 

  

ネクサスジャパンの売上高は２２億４１００万円となりました。既存店舗の売上高が伸びているとい

うことに加え、第２四半期にタイヤ流通センターの新規加盟が８店舗ございました。こういったこと

も寄与していると思います。ネクサスジャパンのグループ間内部取引を取り除いた売上高についても、

８．３％の増収となっております。 

 

会社別の売上分類の一覧でございます。 

海外ＥＣ以外は、全て前年対比を上回って着地ができております。 

先ほどお話をしました人材紹介のビジネス、こちらは売上はまだまだ小さいですが前年に比べて２倍

の伸びになっております。 

最終的な連結の売上高は１０６．９％となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に重点施策についてご説明差し上げます。 

アップガレージに関しては、適正価格での中古品の買取促進、店舗での取付けメニュー、お客様に購

入いただいたあとにタイヤ交換やマフラー交換等取付けをご依頼いただくことがあるのですが、この

ようなメニューの拡充、そしてなによりも新規出店による店舗増、これを重点的に取り組んでまいり

ました。 

そしてＤＸによる店舗オペレーションの利便性向上で買取端末の電子化による業務の効率化、自社で

システム開発した作業予約の一元管理ツール「テマレス」により、業務の平準化を図ったり、ＥＣサ

イトでお買い上げいただいた中古パーツをお近くのお選びいただいた店舗で作業予約が出来るサービ

スを拡充することによって、さらなる売上向上、店舗オペレーションの効率、お客様の利便性向上を

図ってまいりました。 

下期に関しては、既に直営店舗の新規出店が完了しております。 

加えて、昨シーズンも大変好評いただきまして各マスコミ等にもご紹介いただいたスタッドレスタイ

ヤレンタルサービスの拡大、そして１１月よりリリースしましたアップガレージアプリによる販促、

集客の強化を推進してまいりたいと思っております。 



 

 

 我々はなにより在庫の回転率を重視しておりまして短期間で売り切るオペレーションを徹底しており

ます。在庫回転数が右側の表にございますが、２０２２年３月期第３四半期に関しては５．２回転、今

期も第１四半期で４．４回転、第２四半期で４回転と最低４回転を死守しながら、効率よく回しており

ます。 

在庫が増えてもデッドストック化しない仕組みを取り入れることにより、長期在庫を避けて回転数を上

げていくという施策を続けてまいります。 

第２四半期の数字を踏まえ、また１０月の月次も加味しまして、下期の予算は十分達成可能だと思っ

ております。 

通期に関しても当初予想しておりました数字を十分達成可能だと思っております。 



 

 

 

 

 

 

  

株主の皆様に対しての還元方針としましては配当性向３０％を継続してまいりたいと思っておりま

す。１株当たり配当金は、前期４７円５０銭でしたが、２０２３年３月期の予想としては５５円の配

当ということで７円５０銭分の増配を計画しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２四半期の取り組みとしまして、まずはアップガレージの新規出店の状況でございます。 

前期から取り組んでおりましたアップガレージサイクルズは、３店舗目をオープンしました。アッ

プガレージライダースは、１０月に相模原駅前店で６５店舗目をオープンしました。 

またタイヤ流通センターも９月１７日に速太郎茂原店、千葉市原店をフランチャイズ店としてオー

プンいたしました。 

このような形で出店を続けてまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アップガレージに関しましては第１四半期に続きましてお客様からの買取が非常に好調でございま

す。アップガレージの業態はお客様からの買取が仕入れのほぼ全てでございまして、生命線でござい

ます。買取金額は、前期比１１２．５％と、買取点数の増加も相まって伸びている状況でございます。

これは後々売上にも繋がる非常に重要な意味を持つと思っております。 

１０月より高齢者運転免許証自主返納者対象のサービスも開始させていただきまして、大変好評いた

だいております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リユース事業の中でのＯＭＯ戦略にも力を入れております。 

ＥＣサイトにて商品購入時に、取付けの予約をお客様がスムーズに簡単にＷＥＢ上で行うことによ

り、店舗にお越しいただいた際にも、お待たせすることなく取付け作業に入れるというものです。

アップガレージ店舗への来店促進にも非常に寄与しておりまして、お客様からも好評をいただいて

おります。 

 

このＯＭＯ戦略を始めたことにより取付け予約件数が非常に伸びてきております。 

ネットで購入されても、車のパーツの場合は、ご自身で取付けが完了できないものがあり、このよう

なものをアップガレージ店舗にご依頼いただく、またそれをＷＥＢを通じて簡単にご予約いただける

サービスというのは、非常にニーズがあると思っておりまして、こちらで来店を促して、その後の顧

客化に繋げていくという戦略をとっております。 

これも既存店舗が非常に元気で好調なことの要因の１つだと思っております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次にアップガレージアプリでございます。お客様ご自身のクルマを登録していただき、お客様のカ

ーライフにお役立ていただけるアプリを１１月にカットオーバーさせていただいております。 

購入履歴や、見積りの管理等も利用できるような仕様になっておりますが、今後も色々な機能をア

プリに付与することで、アップガレージのクルマに対する全てのサービスを受けられることを目指

しております。 

 

まずはダウンロード数２０万人達成を目標にスタートを切っておりまして、大変好調に推移してい

る状態でございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当社の基幹システム、アプリや EC サイトは全てシステム開発部門ＺＥＲＯ ＴＯ ＯＮＥ事業部がエ

ンジニア約３０名を抱えフルスクラッチで開発しています。外注することなく、レスポンスよく、そ

して使い勝手の良いシステムをまさに現場からの声を反映して開発していることが強みです。今後は

ここで開発したシステム、アプリを、外部の方にもご利用いただいて、収益に寄与できるような形の

ビジネスモデルの展開を考えております。 

そしてクルーバーの事業の１つ、クルマ業界に特化した人材紹介事業 BoonBoonJob です。 

整備士や取付け作業を行う方、営業職などクルマ業界に特化した形の人材紹介サービスを展開してお

ります。元々は、アップガレージのフランチャイズオーナー様から人手不足というご相談をいただい

たことから始めたのですが、大変好評をいただいたことで、外部の企業様にもお使いいただけたらと

いうことで始めました。同じ企業様に何名もご紹介差し上げるというケースも増えてまいりました。

昨今整備士の有資格者の人材不足に悩む企業様が多いため、非常に重宝していただいております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直近３年の第２四半期の推移でございます。グラフのとおり右肩上がりで掲載求人数、取扱企業数と

もに上がってきております。まだまだグループ全体の売上に占める割合としては少ないですが、将来

的には大きな収益の柱になってくるのではないかと思っております。 

以上でございます。 

ご清聴ありがとうございました。 


